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城郭探訪
ま ち づ く り と 城 の 址

本
州
西
端
の
県
庁
所
在
都
市

　

山
口
市
は
、
本
州
西
端
に
あ
る
山
口
県
の
中
央

に
あ
り
ま
す
。
市
域
面
積
は
平
成
の
合
併
に
よ
り

拡
大
し
、
１
０
２
３
・
31
㎢
と
広
大
で
、
約
19
万

人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
の
市
域
は
、
旧
国
郡

の
単
位
で
は
、
２
国（
周す
お
う
の防

国く
に

、
長な

が
と
の門

国く
に

）、
３
郡

（
吉よ
し
き敷

郡
・
佐さ

ば波
郡
・
阿あ

ぶ武
郡
）に
広
が
り
、
三
つ

の
水
系（
椹ふ
し
の野

川
・
佐さ

ば波
川
・
阿あ

ぶ武
川
）を
含
ん
で

お
り
、
多
彩
な
自
然
と
多
様
な
文
化
を
有
し
て
い

ま
す
。

大
内
氏
の
特
質
と
そ
の
文
化
の
魅
力

　

山
口
の
基
盤
を
築
い
た
大
内
氏
は「
多
々
良
」の

本
姓
を
称
し
た
有
力
氏
族
で
す
。
自
ら
作
成
し
た

系
図
で
は
、
わ
が
国
に
仏
教
を
伝
え
た
百
済
国
の

聖
明
王（
聖
王
）の
皇
子
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
ま
す
。

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
周す
お
う
こ
く
が

防
国
衙
の
在
庁
官
人
と

し
て
頭
角
を
現
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
の
御
家

人
と
な
り
ま
す
。
大
内
氏
は
、
室
町
時
代
に
周
防

国
と
長
門
国
の
守
護
と
な
り
、
本
拠
を
山
口
に
定

め
ま
す
。
以
後
、
約
２
０
０
年
間
、
山
口
を
本
拠

と
し
て
西
中
国
か
ら
九
州
北
部
一
帯
を
領
有
し
ま

し
た
。

　

山
口
に
は
、
日
本
三
名
塔
の
一
つ
と
さ
れ
る
国

宝
の
瑠る
り
こ
う
じ

璃
光
寺
五
重
塔
を
は
じ
め
、
大
内
氏
が
建

立
に
関
わ
っ
た
国
指
定
の
文
化
財
建
造
物
が
10
棟

も
現
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
城
郭
協
会
の

続
日
本
１
０
０
名
城
に
選
定
さ
れ
た「
大
内
氏
館
・

高こ
う
の
み
ね
じ
ょ
う

嶺
城
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
内
氏
ゆ
か
り
の
史

跡
も
各
所
に
あ
り
ま
す
。

　

大
内
氏
館
は
、
最
大
で
２
０
０
ｍ
四
方
の
規
模

を
誇
る
当
主
の
邸
宅
で
す
。
館
は
、
室
町
将
軍
の

邸
宅
に
倣
っ
て
、
周
囲
が
築
地
塀
や
堀
な
ど
で
囲

わ
れ
、
内
部
（
殿
中
）
に
は
当
主
の
居
室
で
あ
る大内氏館と高嶺城

瑠璃光寺五重塔

「
大
内
文
化
」の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

山や
ま
ぐ
ち口

市
長（
山
口
県
）　
伊い

と

う藤
和か

ず

き貴

高嶺城
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「
常

つ
ね
の

御ご
ざ
し
ょ

座
所
」や「
会
所
」な
ど
の
多
く
の
施
設
と
と

も
に
、
復
元
公
開
し
て
い
る
池ち
せ
ん泉
庭
園
や
枯
山
水

庭
園
と
い
っ
た
庭
も
多
く
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

高
嶺
城
は
、
大
内
氏
の
最
末
期
に
築
か
れ
始
め
た

山
城
で
す
。
大
内
氏
滅
亡
後
は
毛
利
氏
の
支
城
と

し
て
修
築
、
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
国
一
城
令

で
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
内
氏
は
、
山
口
の
地
勢
を
う
ま
く
利
用
し
て

館
の
周
囲
に
街
路
を
敷
設
し
、
い
わ
ば
領
国
の
首

都
と
し
て
、
都
市
的
な
空
間
を
整
備
し
ま
し
た
。

そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
、
山
口
を
訪
れ
た
宣
教
師
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ
エ
ル
は
、
書
簡
の
中
で
「
日
本
で

も
っ
と
も
有
名
な
町
」「
日
本（
で
最
強
）の
領
主
が

い
る
地
」と
記
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
街
路
の
多
く

が
今
日
ま
で
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
上
に
多
く

の
歴
史
事
象
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
大
内
文
化
」

　

大
内
氏
は
、
日
本
列
島
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
く
東
ア
ジ
ア
世
界
と
交
流
を
行
っ

て
新
し
い
文
化
を
吸
収
し
、
多
様
な
人
々

を
受
け
入
れ
、
後
に「
大
内
文
化
」と
呼
ば

れ
る
独
自
の
文
化
を
育
み
ま
し
た
。

　

こ
の
「
大
内
文
化
」
の
根
底
を
流
れ
る

と
私
た
ち
が
考
え
る
特
性
「
進
取
の
気
風

（
先
進
性
・
先
見
性
・
寛
容
性
・
独
自
性
・

国
際
性
）」は
、
今
の
山
口
に
暮
ら
す
人
に

も
息
づ
い
て
い
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
伝
来

の
貴
重
な
歴
史
と
文
化

を
守
り
つ
つ
、
新
し
い

ヒ
ト
や
モ
ノ
と
の
融
合

を
図
り
な
が
ら
、
創
造

的
な
独
自
の
文
化
を
生

み
出
す
「
大
内
文
化
ま

ち
づ
く
り
」
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
１
月
に
、
山
口
市
が
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ズ
紙
の
特
集
「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き

52
カ
所
」
の
３
番
目
に
選
ば
れ
、
ま
た
11
月
に
世

界
の
優
れ
た
観
光
都
市

に
与
え
ら
れ
る
「
ス
イ

ス
観
光
賞
」（
文
化
遺
産

部
門
）
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
結

果
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
地
域
の

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
継
承
し
つ
つ
新
た
な
文
化

を
育
み
、
山
口
市
の
魅
力
を
一
層
高
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大内御膳（前室町将軍への饗応料理）の再現

史跡整備地における蹴鞠の実演

高嶺城の石垣

銀
山
開
山
の
瑞
夢

　

山
口
市
宮
野
上
は
、
市
中
心
街
の
北
側
の
地
域

で
あ
り
、
そ
の
萩
市
と
の
境
を
成
す
狼
山
の
中
腹

に
は
、
慶
長
の
頃（
１
５
９
６
～
１
６
１
５
）に
開

山
し
た
一
ノ
坂
銀
山
が
あ
っ
た
。
こ
の
銀
山
の
寿

命
は
短
く
、
す
で
に
寛
永
期（
１
６
２
４
～
44
）に

は
廃
坑
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

天
保
12
（
１
８
４
１
）
年
に
編
纂さ

ん

さ
れ
た
地
誌

『
防
長
風
土
注
進
案
』に
は
、
こ
の
銀
山
の
開
山
伝

説
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
銀
山
を
開
い
て
管
理
し
た
の
は
、
宇
多
川

備
後
守
と
い
う
人
物
だ
っ
た
が
、
長
門
国
の
阿
武

郡
佐
々
並
駅（
萩
市
佐
々
並
）よ
り
、
山
口
の
方
へ

１
里
ほ
ど
隔
て
た
大
道
に「
逆
修
」と
い
う
大
石
が

あ
っ
た
。
備
後
守
は
こ
の
石
が
邪
魔
だ
と
、
数
百

日
の
間
、
人
力
を
尽
く
し
た
が
全
く
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
諦
め
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
、
太
陽

が
懐
に
入
る
夢
を
見
た
た
め
、
こ
れ
は
夢
告
に
違

い
な
い
と
、
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
撤
去
作
業
を

続
行
し
、
な
ん
と
多
く
の
銀
を
掘
り
当
て
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
他
の
俗
説
で
は
、
あ
る
年
、
身
分
の
高

い
貴
人
が
江
戸
住
ま
い
を
し
て
い
た
時
、
富
士
山

に
女
性
が
登
る
夢
を
見
た
。
さ
っ
そ
く
、
陰
陽
師

を
呼
ん
で
夢
占
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年

齢
は
い
く
つ
く
ら
い
か
と
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
、

若
か
っ
た
と
答
え
る
と
、
陰
陽
師
は
こ
の
夢
は
瑞

兆
で
お
国
に
ま
れ
な
吉
事
が
あ
る
に
違
い
な
い

が
、
惜
し
い
こ
と
に
老
女
な
ら
ば
、
よ
り
長
く
栄

え
た
で
し
ょ
う
、
と
言
う
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、
そ
の
貴
人
は
帰
郷
し
た
が
、

そ
の
途
中
の
一
ノ
坂
で
鉱
脈
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。
し
か
し
、
夢
に
見
た
女
性

の
年
齢
ほ
ど
の
年
月
が
た
つ
と
、
鉱
脈
は
尽
き
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
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